
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善の内容 

全車両、当該部位に補強板を取り付ける。なお、補強板の取り付けによる部品同士の干渉を防止

するため、副ロック装置を寸法調整品と交換する。 

 

識別：改善済車両には車台番号打刻のハイフン下に黄色ペイントを塗布する。 

ボンネット固定部の車体強度が不足しているため、ボンネット主ロックが解除された状態で

高速走行すると、風圧等により副ロック装置取付部が変形することがある。そのため、副ロ

ックの噛み合いが外れて走行中にボンネットが開くおそれがある。 

 

 

改善後 

改善前 

注：      は交換部品を示す。 

       は追加部品を示す。 
基準不適合発生箇所 

主ロック装置 

副ロック装置 

副ロック装置取付部 

補強板 


